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議  事  録 
 
１ 会議名 東海市総合計画審議会第１部会（第３回） 

 

２ 議題 (１)第７次総合計画 基本計画について 

     (２)第７次総合計画 分野別計画について 

       ア 子ども・子育て分野 

       イ 地域づくり分野 

       ウ 健康・生涯学習分野 

     (３)部会意見について 

 

３ 開催日時 令和５年（２０２３年）８月２３日（水）午後２時から午後２時３０分 

 

４ 開催場所 東海市役所 ２階 ２０１会議室 

 

５ 出席者（敬称略） 

  委 員 市教育委員会の委員 久野 友士 

      女性団体を代表する者 加藤 龍子 

      学識経験を有する者 千頭 聡 

学識経験を有する者 小嶋 真一郎 

      福祉関係団体を代表する者 鬼丸 義和 

福祉関係団体を代表する者 中村 友美 

      教育関係団体を代表する者 片山 健児 

      教育関係団体を代表する者 下平 兼善 

      町内会、自治会等を代表する者 鈴木 加奈美 

      市議会の議員 井上 純一 

      市内に住所を有する者 坂野 梨絵 

 

６ 欠席者（敬称略） 

  委 員 福祉関係団体を代表する者 久野 久行 

      教育関係団体を代表する者 神野 悟史 

      高齢者団体を代表する者 服部 和子 

 

 

事務局 企画部長       成田 佳隆 
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    企画部次長兼財政課長 加藤 浩 

      企画政策課課長    内山 貴裕 

      企画政策課 統括主任 伊藤 純一 

            主事補  江端 渓人 

 

  関係部等の長 

  市民福祉部長 辻 聡子 

  健康福祉監  植松 幹景 

教育部長   小島 久和 

 

総合計画策定部会 正副部会長 
子ども・子育て部会 部会長  小笠原 孝市 市民福祉部次長兼福祉企画調整監 
子ども・子育て部会 副部会長 桜井 正志  学校教育課長 
地域づくり部会   部会長  橘 重夫   危機管理監兼防災危機管理課長 

  地域づくり部会   副部会長 今枝 由美  福祉企画調整室長 
健康・生涯学習部会 部会長  鈴木 俊毅  教育委員会次長兼スポーツ課長 

  健康・生涯学習部会 副部会長 安江 正也  芸術劇場館長兼芸術総監督 
 

７ 公開、非公開の別 「全て公開」 

 

８ 傍聴者の数 ０人 

 

９ 会議内容 

（次第１ 開会） 

事務局（部長）の会議進行により東海市総合計画審議会第１部会の第３回会議を開会。 

事務局（部長）より新委員紹介。 

 

久野友士部会長からあいさつ。 

 

（次第２ 議題） 

（１)第７次総合計画 基本計画について（資料１） 

事務局（企画政策課長）が第７次総合計画 基本計画（素案）について説明。 
 
＜意見及び質問＞ 
意見・質問なし 
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（２)第７次総合計画 分野別計画について（資料２） 

事務局（企画政策課長）が第７次総合計画 分野別計画について説明。 
 
＜意見及び質問＞ 
千頭委員；施策２、単位施策２－２の成果指標に「①自己肯定感を持っている児童生徒の

割合」とあるが、参考資料のまちづくり指標・成果指標一覧を見ると、算出方法は

「「自分にはよいところがあると思う」で「あると思う」「どちらかといえばあると

思う」と回答した小学生・中学生の数」となっている。自己肯定感とは本来、必ず

しもやれること・できることだけではなく、やれないこと・弱みも自分で認められ

るものである。今の聞き方ではよいことだけが自己肯定感と捉えられる可能性があ

るため、表現を担当課と検討してほしい。 

 

事務局（企画政策課長）；いただいた意見を踏まえて、所管課と検討したい。 

 

加藤委員；施策４の基本方針について、「環境について学ぶ機会を提供し、環境意識の向上

に取り組みます」とあるが、３Ｒに自主的に取り組む人を増やす活動をしている身

としては、環境に関して学ぶ機会の提供だけでなく、様々な取り組みへの参加を促

していかなければ、学習と実践が伴わずうまくいかないと感じている。「学ぶ機会」

だけでは講座などのイメージになってしまうため、可能であれば表現を修正してほ

しい。 

 

事務局（企画政策課長）；所管が別の部会になるため、いただいた意見を踏まえて調整した

い。 

 

坂野委員；施策２、単位施策２－３の成果指標に「①学校施設の長寿命化改修率」とある

が、色々な要因で計画が遅れていくこともあるため、ただ計画の進捗報告をするの

ではなく、実際に学校を見ていただきたい。校舎の所々に穴が開いていたり、網戸

が破れていたり、トイレが古くて子どもが使いたくないという意見もよく聞くため、

数字を追うだけでなく、毎日通う子どもたちがいかに過ごしやすい環境にしていく

かを考えてほしい。 

 

事務局（企画政策課長）；成果指標はあくまで「ものさし」の一つであり、他の要因も考慮

しながら施策を推進していきたいと考えている。この成果指標だけでなく、他の施

策についても同様である。 
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（３)部会意見について（資料３、資料４） 

事務局（企画政策課長）が部会意見について説明。 
 
＜意見及び質問＞ 
意見・質問なし 

 

（次第３ その他） 

事務局（統括主任）から、次回の部会日程等について連絡。 
 
次回：全体会（第３回） 

   １０月１０日（火）午後２時から午後４時 

   市役所 地下大会議室 

 


